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清
神
社(

元
祇
園
社)

は
毛
利
氏
が
本
拠

を
置
く
以
前
か
ら
郡
山
の
麓
に
鎮
座
す
る

古
社
で
す
。

同
社
の
棟
札
は
１
３
２
５
年
か
ら

１
６
９
４
年
ま
で
の
16
枚
が
現
存
し
て
お

り
県
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。歴
代
の
毛
利
家
当
主
に
よ
る
社
殿

の
建
て
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ

れ
ら
の
棟
札
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

今
回
は
そ
の
う
ち
１
５
２
２(

大
永
２)

年
に
社
殿
が
建
て
替
え
ら
れ
た
際
の
も

の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。大
檀
越(

施
主)

は

毛
利
家
当
主
幸
松
丸
で
当
時
８
歳(

以
後

数
え
年)
だ
っ
た
こ
と
が
、棟
札
に
記
さ

れ
た
生
ま
れ
年「
乙
亥
歳
」 (

永
正
12
年
＝

１
５
１
５
年)
か
ら
わ
か
り
ま
す
。幸
松
丸

は
ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

元
就
、家
督
相
続

幸
松
丸
が
亡
く
な
っ
て
４
日
後
、叔
父

元
就
に
家
臣
か
ら
の
家
督
相
続
が
要
請
さ

れ
ま
し
た
。元
就
の
了
承
を
受
け
て
郡
山

に
あ
っ
た
満
願
寺
の
僧
が
元
就
の
郡
山
入

城
日
を
占
い
大
吉
と
出
た
の
が
８
月
10
日

(

旧
暦)

。元
就
が
戦
国
の
世
の
表
舞
台
に

登
場
し
ま
し
た
。

ご
紹
介
し
た
棟
札
は
、偶
然
に
も
こ
の

ち
ょ
う
ど
１
年
前
の
８
月
10
日
、健
在

だ
っ
た
幸
松
丸
を
大
檀
越
と
し
て
清
神
社

の
上
棟
式
が
行
わ
れ
た
際
の
も
の
で
す
。

現
在
地
元
に
残
さ
れ
た
当
主
幸
松
丸
の

活
動
を
伝
え
る
唯
一
の
も
の
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。今
年
は
幸
松
丸
没
後
５
０
０
年

で
も
あ
る
の
で
す
。

父
の
死
で
幼
く
し
て
当
主
に

幸
松
丸
の
父
は
興
元（
元
就
兄
）母
は
現

在
の
島
根
県
邑
南
町
と
安
芸
高
田
市
北
部

な
ど
を
支
配
地
域
と
し
て
い
た
高
橋
氏
出

身
の
女
性
で
す
。誕
生
の
翌
年
に
興
元
が

死
去
し
、わ
ず
か
２
歳
で
家
督
を
相
続
し

ま
す
。

当
時
の
毛
利
氏
は
出
雲
の
尼
子
氏
と
山

口
の
大
内
氏
の
勢
力
争
い
に
巻
き
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。１
５
２
３
年
６
月
、大
内
方

の
鏡
山
城(

東
広
島
市)

へ
の
攻
撃
に
は
、

尼
子
氏
側
か
ら
の
強
い
要
求
を
受
け
て
幸

松
丸
自
ら
出
陣
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
幼
い
身
に
は
こ
た
え
た
の

で
し
ょ
う
か
、帰
陣
後
に
病
を
発
し
て
７

月
15
日
わ
ず
か
９
歳
で
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
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清神社棟札　1522(大永2)年
清神社蔵　高さ:106.4㎝

【棟札】
建物の棟上や修理の際、建物名や年月日、願主、大工・祈願文
などを記して棟木に打ち付けた木札

(

源
元
吉)

消防

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署　☎42-0931・お太助フォン42-3952　　47-1191

“命をつなぐ行動”について知ろう
全国での救急車の出動件数は、1日平均1万6,969件。約5.1秒に

1件の割合で出動しており、国民の23人に1人※が搬送されたことに
なります。実は、緊急を要する状況は日常的に発生しているのです。

※2020年国勢調査人口を基準に算出

9月9日は「救急の日」

応急手当講習　ぜひ申し込んでください
上級救命講習、普通救命講習、救命入門コース、
救急教室と4種類の講習があります。目的に
合った講習を選べます。

全国平均 9.4分

安芸高田市平均 14.0分

現場到着所要時間
（119番の通報から現場到着まで）

大切な命を守るため、救
急隊員は常に迅速に出動
しています。しかし、現場に
到着するまでの所要時間
を見ると、全国平均と安芸
高田市では大きな開きが
あります。

救急車が到着するまでの間、そ
の場に居合わせた人が応急手当
をすることが重要です。適切で速
やかな応急手当が施されること
で、命を救える可能性が一層向上
します。

消防署では、無料の応急手当講
習会を行っています。職場単位、お
友達同士、スポーツクラブ単位な
どで受講してみませんか？なお、個
人での申し込みも可能です。

応急手当をする・しないでは
救命の可能性に差が出ます

詳しくは…
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［ 心臓と呼吸が止まってからの時間経過 ］

《応急手当と救命曲線》

居合わせた人が
応急手当をした場合

救急車が来るまで
何もしなかった場合

※2021年調べ

9月の定期開催

問合・申込

9日（土）

警防課　救急係　☎42-3952

安芸高田市は広域のため、
現場到着まで時間を要します
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